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田中さんと報道係
　高校時代は陸上部に所属していた田中康
之さんは、1500ｍ障害物でインターハイ南
関東大会に出場しました。早大ではなんと
体育会の合気道部に入部。大学卒業後は教
員の道へ進み、陸上部の顧問を務めながら、
時にはバレーボール部や新体操部の指導も
経験しました。
　高校教員として陸上部の顧問を務めてい
た2005年に、千葉でインターハイが開催さ
れました。インターハイに向けて報道係が
作られ、田中さんが担当することに。
「報道係がどんなことをするのか、当時
のペン記者、フォトグラファーにどういう
対応を求めているのかを教えてもらいまし
た」。
　すると、当時の日本陸連競技運営委員長
から「『せっかく身につけたのだから、陸
連の競技運営委員会に属し、報道対応を進
めてくれないか』と声をかけていただいた
のです」。田中先生自身も、インターハイな
ど毎年会場が変わるような大会で「そのた
びに報道の対応が変わるのではなく、統一
的な対応・取材環境を整えたい！」という

思いを持ったことから、「委員に加えてい
ただきました」。
 「記者やフォトグラファーのみなさんから
は陸連内に担当ができたことで、今まで行
く先々で対応が変わっていたけど、安心し
て取材と撮影ができる、と喜ばれましたね」
　そこから田中さんは、報道係として経験
を積み上げていきました。

報道係の役割
　報道係は事前の準備から始まります。各
メディアへ大会の取材方法を案内するた
め、競技日程や競技場の作り、動線から想
定される課題などを調整します。
　大会前日に会場に入り、フォトグラファー
が撮影する「撮影エリア」の作成、関係
する審判との調整（監察員などフォトグラ
ファーの近くでお仕事をされる方がいるの
で）、記者が選手に話を聞くエリアの「ミッ
クスゾーン」の設営といったことも報道係
のお仕事です。
 「記者やフォトグラファーの方々は仕事で
来ていますからね。いい仕事ができるよう
にしないといけないです」と田中さん。特
にフォトグラファーのリクエストはできる

だけ実現したいという思いがあり、「より良
い場所でセットしていただいて、いいショッ
トを撮ってほしいです。100枚撮ったうち
の１枚か２枚でも採用になれば、大会の成
功につながります。写真が掲載された選手
にとっては、文字だけよりもリザルトだけ
よりもうれしいですからね」。
　日本選手権では、報道係の中でもフォト
グラファーの管理や、レース後の選手をエ
スコートする「フォトコーディネート」を
中心に活躍されています。
 「走幅跳などの跳躍競技の場合、撮影エ
リアがどうしても狭くなって、フォトグラ
ファーが集中してしまいますので、その管
理ですね。基本的に、砂場の近くに前もっ
てマーカーなどでエリアを作っておきます
が、風向きによってピットが逆になること
もあります」
　ハンマー投、やり投といった投てき競技
では、フォトグラファーに「事故がないよ
うに、絶対に投てき物から目を逸らさない
よう伝えます」と細心の注意喚起をします。
右投げの選手が多いですが、左投げの選
手の場合、逆側に移動というように、状況
に応じて声をかけられるようにシュミレー

　陸上競技の大会は、たくさんの「縁の下の力持ち」によって支えられています。
今回は選手のみなさんの活躍を世の中へ発信する報道メディアの方々をサポー
トする報道係について、日本陸上競技連盟の競技運営委員会に所属され、報道
係を務められている田中康之さんにお話をうかがいました。� 文・Ｍ高史陸
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国際大会では、代表のテレビカメラは基本
的にどこでも撮影が可能だそうです。テレ
ビ中継の国際映像でテレビカメラが選手に
かなり接近しているシーンが映ることもあ
りますよね。
　田中さんが驚いたのは、女子棒高跳の世
界記録保持者エレナ・イシンバイェワ選手

（ロシア）が次の跳躍まで待機しているとき、
寝転んで目を閉じて集中しているところを
すぐ上から撮影していたこと！田中さんは

「世界で金メダルを取る人は、そんなこと
にも気にしないんですね」と驚かれたそう
です。
　ちなみに、国内では男子ハンマー投の室
伏広治さんも印象に残っているそうで、室
伏さんの投てきの際にはすごい数のカメラ
のシャッター音が鳴り響く中で、とてつも
ない集中力を発揮して80ｍスローを連発し
ていたといいます。
　自分の世界を作って、自分のリズムを崩
さない。世界で勝つ選手の極限の集中状態
を、田中さんは間近で感じてきたのです。

陸上競技の発展のために
　報道係だけではなく関東学生陸上競技
連盟では競技審判委員を務めている田中さ
ん。審判側も報道側も両方経験しているか
らこそ、見えてくることがあります。
　陸上競技では〝審判の審判〟と呼ばれる
ＪＴＯ（Japan Technical Official）という
資格があります。「取得しているのは全国
で40人くらいです。審判長の判断のサポー
トをする役割で、複雑な問題の時や困った
時に派遣されているＪＴＯがアドバイザー
として助言します。審判の細かい決まりな
どもありますが、大事なことは、いかに競
技が終わった後に、選手が出場して良かっ
たと思えるような競技会を作っていくかで

ションしているそうです。
　さらに、競技がスタートしてからは選手
の行動に寄り添います。「競技が終わった後
の選手は、直後にフラッシュインタビュー、
新記録が出た際にはタイマーを使ったフォ
トセッション（写真撮影）、ミックスゾーン
での取材対応と続いていくので、競技が終
わった後の選手の動きをサポートしていま
す」。
　この一連の流れは、ポストイベントコン
トロールと呼ばれていますが、田中さんは
選手をエスコートするタイミングを大切に
しています。
　例えば注目選手の場合などは、選手本人
が大丈夫であれば予選から取材エリアにエ
スコートすることもあります。さらに、日
本記録が出た時には日本記録賞などのセレ
モニーも予定されているので、関わる部署
と事前に打ち合わせをして、スケジュール
を把握しながら臨機応変な気遣いも求めら
れます。
　醍醐味は、3000ｍ障害物の水濠付近の撮
影。「あんまり近すぎると危ないので、外
側の場合は水濠の淵から50㎝くらいのとこ
ろで構えてもらいますね。水濠正面の写真
は100ｍのスタート付近が撮りやすいみた
いなんですよ」。長年の経験でカメラマン
さんとのコミュニケーションをとられてい
る田中さんならではの情報ですね！
　報道係のやりがいについて、田中さんは

「記者さんやフォトグラファーさんから御礼
を言われたり、助かりますと声をかけてい
ただくことですね。陸上競技が注目されて、
もっともっと発展していってほしいですし、
競技者の喜びに携わる身として良かったな
と思います」と話していました。
　海外での国際大会で、田中さんが印象に
残っているシーンも教えていただきました。

す」。選手に寄り添う気持ちが伝わってき
ます。
　今後の目標は、「教員は定年を迎えまし
たし、週末を中心に好きな陸上に携わって
後進を育成していきたいです。全国に報道
係は浸透してきましたが、派遣された人を
中心に、全国どこでも同じようにやれるよ
う、引き続き伝えていきたいです」と田中
さん。還暦を迎えた現在も、好きな陸上の
ために現状打破しています！
　選手の魅力やパフォーマンスをより多く
の方に伝えるために、報道を充実させるこ
とが陸上競技の発展につながっていくんで
すね！

▲メディアがより良い取材ができ、選手にも寄り添うことが報
道係の仕事だという

1961年生まれ、60歳。千葉・勝浦中→長狭高→早大出身。大学卒業後、千葉県内の高校教諭を勤めながら、
千葉陸協競技運営委員会審判部に所属。2005年の千葉インターハイをはじめ県内競技会運営を経て、
日本選手権をはじめ全国レベルの競技会で報道対応を主に担当してきた。ＪＴＯ資格も有し、全国規
模競技会での審判活動もサポート。現在は日本陸連競技運営委員として「広告および展示物規程」の
検討チームリーダーを務める。国際大会の主な実績は07年世界選手権大阪大会（メディアサービス）、
11年アジア選手権神戸大会（メディアチーム）、19年世界リレー横浜大会（フォトコーディネートサブ
チーフ）、21年東京五輪・パラリンピック（ポストイベントコントロールエリアチーフ）

田中 康之さん

大会JAAF Info

https://www.jaaf.or.jp/jch/106/

〜日本選手権特設サイト〜

〈開催日〉
2022年６月９日（木）〜12日（日）

〈開催場所〉
ヤンマースタジアム長居（大阪）

「第106回日本陸上競技選手権大会」が
６月９日（木）〜12日（日）の4日間で開催！
〜日本一、オレゴン2022世界選手権日本代表を

懸けた戦いが幕を開ける！〜

https://www.jaaf.or.jp/competition/detail/1651/

大会ページ

〈開催日〉
2022 年６月４日（土）〜５日（日）

〈開催場所〉
秋田県営陸上競技場（秋田）

「日本陸上競技選手権大会・混成競技」が６月４日（土）・５日（日）開催！
今大会は初開催となる秋田県営陸上競技場にて開催！�　オレゴン2022世界選手
権代表選考会を兼ねて開催いたします。

https://www.jaaf.or.jp/gp-series/

〜日本グランプリシリーズ特設サイト〜

日本グランプリシリーズ2022シーズン開催中！
GPシリーズは、記録をポイント化し「シリーズポイント」と
して定め、そのポイントにより年間を通して、男女それぞれ
の全種目総合のトップ「シリーズチャンピオン」と、男女それ
ぞれの種目ごとのトップ「種目別チャンピオン」を決定します。
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